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第

八

部

会

善
光
寺
時
供
養
板
牌
に

お

け

る
一

考
察

小

林

順

彦

　

近

年
、

「

善

光
寺
時
供
養
」

な

る

銘
を

持
つ

板
碑
が

埼
玉

県
で

見
つ

か

り、

そ
れ
に

つ

い

て

の

報
告
が

な

さ

れ

た
。

筆
者
は

そ

の

よ

う
な

板
碑
が

存
在
す
る

こ

と

す
ら

知
ら

な

か

っ

た
の

で
、

そ
れ
に

関
連
す
る

と
思
わ
れ

る

資
料
を

集
め

て

み

た

の

で

あ
る

が、

そ

も
そ
も

「

時
供
養
」

と

い

う

言

葉
は

ど

こ

の

文

献
に

も

見
あ
た

ら
な
い

の

で

あ
る

。

し
か

し
、

庶
民
信

仰

と

し

て

結
実
し
た

板

碑
に

わ

ざ

わ
ざ
記
さ

れ

る
く
ら
い

で

あ
る

か

ら、

何

ら
か

の

意
味
を
持
っ

て

い

る

は

ず
で

あ
る

こ

と

は

言
う
ま

で

も

な

い
。

以

下、

こ

の

小
論
で

は

先
学
の

説
を

整
理
し、

そ

れ

ら
に

導
か

れ

つ

つ

卑
見

を
述
べ

て

み

た

い
。

　

善
光
寺

信
仰
は

本
尊
で

あ
る
一

光
三

尊
阿

弥
陀
如
来
に

対
し
て

、

現
世

安
穩

・

後
生

極
楽
の

現
当
二

世
安

楽
を

願
う

庶
民
信
仰
の

最
た

る

も

の

で

あ
る

。

善
光

寺
に

ま

つ

わ

る

各
地
の

民

間
信
仰
等
は、

枚
挙
に

暇

が
な

い
。

し

か

し、

「

善
光
寺

時
供
養
」

と

い

う

儀
礼
の

報
告
は

未
だ

な

さ
れ

た

こ

と

が

無
か

っ

た
。

そ

う
し

た

な
か

埼
玉

県
八

潮
市
医
王

寺
に

所
蔵
さ

れ

る

板

碑
と

、

足
立
区
立

郷
土
博
物
館
に

寄
託
さ

れ
て

い

る

板
碑
の

二

基

が

報
告
さ

れ

た
。

両
者
共
に

欠

損
し

て

い

る

も
の

の
、

そ

の

中
央
に

は

「

善
光
寺

時
供
養
結
集
」

の
→

文
を
読
み

取
る

こ

と

が

出
来
る

。

　
さ
て、

縣
敏
夫

氏
は

自
身
の

調
査
を
基
に

、

こ

れ

ら
の

板
碑
が

数
有
る

齋
（
時）

念
仏
供
養
塔
の

な

か

で

も

比

較
的
初
期
に

属
し
、

東
国
に

お

い

て

孤
立
し

た

存
在
で

あ

る

こ

と

を

指
摘
し
て

い

る
。

ま
た、

「

時
供
養
」

は

「

斎
念
仏
供
養
」

の

こ

と

で

あ
り

、

そ

の

日

の
一

昼
夜
に

限
り

八

斎
戒

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　　
ユ　

を

守
り、

念
仏
の

勤
行
を

す
る

こ

と

で

は

な

い

か

と

推
測
さ

れ

て

い

る
。

ま

た
、

伊

東
宏
之
氏
は
、

「

時
供
養
」

と

は
お

そ

ら

く

時
を

同
じ

く
し

て

（
時
を

区
切
っ

て
）

供

養
す

る

と

い

う
意

味
で
、

時

供
養
と

い

う
言
語
が

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
〔
2）

使
用
さ

れ
た

の

で

は
な
い

か

と

い

う
。

ま
た、

加
藤
政
久
氏
は
時
供
養
は

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
（
3V

斎
講
供
養
の

こ

と

で

あ
ろ

う
と
す
る

。

そ
の

「

時
念
仏
」

に

つ

い

て

中
上

敬
一

氏
は
、

「

時
念
仏
は

南
北

朝
時
代
後

期
か

ら

昭

和
の

今
日
ま
で

の

約

六

〇

〇
年
間
続
い

て

い

る

民
間
念
仏
信

仰
で

あ
る

。

自
己
な

い

し
父
母
の

現
世

安
穩
と

来
世
の

極

楽
往
生
を
願
い
、

そ
の

た
め
に

食
事
を
一

日
一

食

に

し
て

己
が

身
を

苦
し

め、

精
進
潔
齋
し

て
一

口
念
仏
勤
行
を
行
な

っ

た

　

　
　

　
　

　

　
　

（
4

逆
修
供
養
の
一

つ

で

あ
る

」

と

い

い
、

一

日
を

限
定
し
て

精
進
潔
齋
し、

逆

修
供
養
の

た

め

行
な

う
念
仏
が

時
念
仏
で

あ

る

と

説
明
し

て

い

る
。

な

お
、

坂
本
源
［

氏
は

「

齋
」

と

い

う

字
に

注

目
し

て、

「

時
は

齋
で

斎

戒

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ρ一
ε

沐
浴

、

禊
の

こ

と
で

あ
ろ

う
か
」

と

疑
問
を
呈
し

て

い

る
。

　

以
上
五

氏
の

説
を

簡
略
な

が

ら

紹
介
し

た

が
、

時
供
養
の

解
釈
に

つ

い

て

は
一

致
し
て

い

な

い
。

こ

れ

は

時
供
養
の

「

時
」

を
ど

う
理

解
す
る

か

に

よ
っ

て
、

解

釈
の

仕
方
が

変
わ

っ

て

し

ま

う

か

ら

で

あ

る
。

こ

れ

に

つ

い

て

は、

前
述
の

坂

本
氏
の

問
題
提
起
が
重
要
で

あ
る

。

元

来
僧
侶
は

正

午
を
過
ぎ
て

か

ら
の

食

事
は

禁
止
さ

れ

て

お

り、

正

午
以
前
の

食

事
を
斎

食
と

い

い
、

正

午
過
ぎ
は

非
食
と

い

っ

た
。

斎
食
は

八

斎
戒
を

保
つ

上
で

正

式
な

食
事
で

あ

り、

そ
の

正

式
の

意
を

持
つ

「

斎
」

（

ト

キ
）

自
体
は

「

時
」

に

通
じ

、

昼

夜
を

問
わ

ず
時

を
決
め

て

（
本
来
は

六

時
で

あ
ろ

う）
、

そ

の

間
は

垢
離
精
進
を

し、

「

現
当
二

世
安

楽
」

を

願

う

念
仏

供

354（1446）
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養
、

則

ち
　

種

の

別

時
念
仏
へ

と

変

遷
し

た

の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

但

し
、

「

善
光

寺
時
供
養
板
碑
」

に

記
さ

れ
る

結
集
の

名
前
は
、

何
れ

も

先

達
ら
し
き

男
性
僧
侶、

も
し
く
は

阿
弥
号
を

名
乗
る

在
俗
出
家
の

禅
尼
を

中
心
に、

そ
れ

以
外
は

全
て

女
性
の

結
集
で

あ
る

。

女

性
の

結

集
に

関
し

て

は
未
だ
不

明
な

点
も

多
い

が
、

本
碑
が

重

要
な

役
割
を
持
つ

こ

と
は

聞

違
い

な
い

で

あ
ろ

う
。

（
1

）

　

縣
敏
夫

「

善
光
寺
時
供
養
の

板
碑
　
　
埼
玉

県
八

潮
市
医
王

寺
の

　

新
資
料
に

つ

い

て
」

（
『

野
仏
』

第
三
一

号）
。

（
2
）
　

伊
東
宏
之

「

善
光
寺
時
供
養
板
碑
」

に

つ

い

て

（
『

寺
社
と

民
衆
』

　

創
刊
口

77

）
。

（
3
）
　
加

藤
政
久

「

時
念
仏
と

齋
講
と

の

関
係
」

（
『

日

本
の

石
仏
』

第
四

　

九
号）

。

（
4
）
　
中
上

敬
一

「

時
念
仏
信
仰
」

（
『

日

本
の

石
仏
』

第
六
〇
号）

。

（
5
）
　
坂

本
源
一

『

常
陸
国

南
部
の

大
日

信
仰
ll

大
日

塚
・

念
仏
講
衆

　
の

研
究
』

、

一

七
五
頁
参
照

。

『

宝
性
論
』

と

『

仏
性
論
』

　

1
如
来
蔵
の

十
義
に

お

け

る

客
塵
煩
悩

1
末

　
村
　
正

　
代

　
『

宝

性
論
』

と

『

仏
性
論
』

は、

共
に

如
来
蔵
思
想
に

属

す
る

論
書
で

あ
る

。

如
来

蔵
思

想
と

は、

衆
生
に

本
来

的
に

備
わ
っ

て

い

る

自
性
清
浄

心
を

根
拠
と

し
て、

一

切
の

衆
生
に

成
仏
の

可
能
性
を
認
め

る

思
想
で

あ

る
。

そ

し
て

自
性
清
浄
心
を

強
調
す

る

あ
ま

り、

唯
識
派
な

ど

と

比
べ

て

煩

悩
に

関
す
る

洞
察
が

浅
い

と

考
え
ら

れ

て

い

る
。

し

か

し

こ

の

従
来
の

解
釈
が
、

イ
ン

ド

中
国
双
方
の

如
来
蔵
思

想
に

妥
当
し

得
る

か

ど

う
か

と

い

う

問
題
は、

な
お

検
討
の

余
地
が
あ
る

よ

う
に

思

わ
れ

る
。

果
た

し

て

イ
ン

ド
で

誕
生
し
た

当
初
か

ら

如
来
蔵
思

想
は、

凡
夫
に

と

っ

て

よ

り

切

実
で

現
実
的
で

あ
る

煩
悩
よ

り
も
自
性
清
浄
心
を
強

調
す
る

思

想
だ
っ

た

の

だ
ろ

う
か

。

今
回
は

、

如
来
蔵
の

十
義
に

お

け
る

煩
悩
に

関
す
る

部
分

の

比

較
を
通
し

て
、

こ

の

点
を

考
察
し
た
い

。

　

ま

ず
、

無
涅
槃
性
の

者
に

つ

い

て

の

部
分

（

第
四

義
）

で

あ
る

。

『

宝

性
論
』

で

は

「

性
末
離
一

切
客
塵
煩
惱
諸
垢。
」

需
ω
H−
°。

ω

貯
げ）

、

『

仏
性

論
』

で

は

「

不

爲
客
塵
之

所

染
汚。
」

（
目
ω

H一
G。

OO

凶
）

と

な
っ

て

い

る
。

］

乗
す
ら

修
習
し

て

い

な

い

衆
生
の

性
に

関
し
て、

『

宝
性

論
」

は

客
塵

煩
悩
と

不

離
と

い

う
点
に

、

『

仏
性
論
』

は

客
塵
煩
悩
と

離
れ

て

い

る

と

い

う
点
に

そ

れ

ぞ

れ
焦
点
を

当
て

て

い

る
。

つ

ま

り

『

宝

性
論
』

は

衆
生

を
「

煩

悩
に

纏
わ
れ
て

い

る
」

と

い

う

現
実
の

側
面
か

ら、

『

仏
性
論
』

は

「

仏

性
を

持
つ
」

と
い

う

側
面
か

ら

見
て

い

る

こ

と

が

窺
え

る
。

二

点

目
は

滅
諦
を

説
く

部
分
（
第
五

義、

『

宝

性
論』

で

は

法
宝
品）

に

お

け

る

「

勝
鬘
経
』

の

教
証
で

あ
る

。

法

身
に

関
す
る

部
分
は

共
通
し
て

い

る

が
、

『

宝

性
論
』

は

さ
ら
に

「

如
是

如
來
法
身

不
離
煩

惱
藏
所

纏
。

名
如

來
藏

。

」

（
→
も o

ど

Qo

鍾
難
）

と

続
け

る
。

『

勝
鬘

経
』

も
『

宝
性
論
』

と

ほ
ぼ

一

致
し

て

い

る
。

つ

ま

り

『

勝
鬘
経
』

や
『

宝
性
論
』

は
法
身
を
説
く
だ

け
で

な

く、

法

身
と

煩
悩
が

不

離
で

あ
る
在
り
方、

如
来
蔵
に

つ

い

て

も

言
及

す
る

が
、

『

仏
性
論
』

で

は

法
身
の

み

を

説
く
教
証
と

な
っ

て

い

る
。

三

点
目
は

如
理

修
と

如
量

修
を
説
く

部
分
（
第
五

義
、

『

宝

性
論
』

で

は

僧
宝

品
）

に

お

け

る
『

勝
鬘
経
』

の

教
証

で

あ
る

。

こ

こ

で

も
『

勝

鬘
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